
内容 主な意見 回答

計画

　東京都パークマネジメントマスタープラン及び和
田堀公園マネジメントプランに盛り込まれている事
項を念頭に計画してほしい。
　上記計画に記載しているとおり、水と緑の骨格軸
形成、自然とのふれあい、多様な生物が生息・生育
するための環境等を目指した整備をしてほしい。

　都立和田堀公園全体として、東京都パークマネジ
メントマスタープラン及び和田堀公園マネジメント
プラン等の既存の計画に基づき、整備を行っていま
す。
　今回の整備エリアは、「うるおいのある親水空間
の創出と洪水調節池機能を兼ね備えたエリア」とし
て計画しております。

池

　現状のテニスコートを閉鎖することは望ましくな
い。
　常時水面部には水を張らず、別用途に利用してほ
しい。水を張ることにより、害虫などの発生も懸念
される。

　今回の整備エリアは、「うるおいのある親水空間
の創出と洪水調節池機能を兼ね備えたエリア」とし
て計画しております。
　水面部の水は、善福寺川から河川水を引き込み、
ポンプにより、循環及び入替えを行います。

　和田堀公園の由緒を案内板等に表示してほしい。

　案内板を設置してほしい。
　土地の由来や雨水の流出抑制、調節池と合流式下
水道の仕組みを説明してほしい。

　水際線（満水時）より上は自然の植生、在来植生
とする。

　調節池法面については、芝や地被類等による緑化
を予定しています。緑化方法については、貴重なご
意見として、参考とさせて頂きます。

　石河原は何のためのものか？
　石河原の材料は、現場発生材を使用してほしい。
出来ないのであれば中止してほしい。

　うるおいのある親水空間の創出のため、石河原の
設置及び緑化等を計画しています。
　今回の整備エリアでは、現場発生材が見込まれな
いことから、購入材での整備を予定しています。

　沈礁、枠工、浮島など、できる限り生き物に配慮
してほしい。

　生き物に配慮した環境整備に関するご意見につい
ては、貴重なご意見として、参考とさせていただき
ます。

　園内各所からの管理用スペースの眺望が無味乾燥
にならない工夫をしてほしい。

　管理用スペースの眺望については、頂いたご意見
を踏まえ、今後検討させて頂きます。

　植栽については、当地に元々あった高木類を中心
に、樹種の多様性を実現してほしい。

　高木類については、現地に元々あったケヤキ、ヤ
マモモ等、10種類の樹木を仮移植しており、修景整
備時に今回の整備エリアへ移植する予定です。
　その他の樹種については、和田堀公園周辺の在来
樹種を基本として選定していきます。

案内

　今回の整備エリア内に、公園や調節池の概要等を
示した案内看板を設置する予定です。
　案内看板の記載内容については、貴重なご意見と
して、参考とさせていただきます。

「和田堀公園調節池における修景整備（案）」に関する意見募集結果及び回答

修景
・施設
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内容 主な意見 回答

「和田堀公園調節池における修景整備（案）」に関する意見募集結果及び回答

　散歩で来た人などが休める場所をつくってもらい
たい。
　子供と一緒に散歩したいと思います。素敵な公園
整備を期待しています。

　水面を眺めながら休憩できるよう、入口広場に四
阿・ベンチ、芝生エリア等にベンチを設置する予定
です。

　トイレを設置してほしい。誰もが使いやすい、大
きいトイレだとうれしい。

　今回の整備エリア内において、誰でもトイレ（バ
リアフリー対応のトイレ）の設置を予定していま
す。

トイレの設置にあたっては、バリアフリーに加え、
草屋根や雨水貯留タンク等、雨水利用を可視化して
ほしい。

今回の整備エリア内において、誰でもトイレ（バリ
アフリー対応のトイレ）の設置を予定しています。
トイレでの雨水利用等に関するご意見については、
貴重なご意見として、参考とさせて頂きます。

　公園内の雨水流出抑制について、多様な雨水浸透
や貯留方法に配慮してほしい。
　また、雨水の流出抑制やその利用方法について、
可視化してほしい。

　今回の整備エリアでは、入口広場への透水性舗装
の採用や、芝生エリアでの透水性の高い客土の採用
を予定しています。雨水の流出抑制や利用方法の可
視化に関するご意見については、貴重なご意見とし
て、参考とさせていただきます。

　入口広場ゾーンは、災害時の広域避難場所として
ほしい。

　かまどベンチを設置してほしい。

　（かまどベンチで使用するための）薪等を保管す
る防災備蓄倉庫を設置してほしい。
また、入口広場の透水性舗装の上に、火床を設けて
ほしい。

　簡易浄水施設を設けてほしい。

修景
・施設

雨水
浸透
・活用

防災

　今回の整備エリアは、安全上、一般利用出来ない
範囲が多いことから、現時点では、広域避難場所と
しての活用は想定されておりませんが、今後の公園
整備の進捗に併せ、所管部署において、活用の可能
性について検討させて頂きます。
　なお、今回整備の近隣エリアにおいて、済美山運
動場周辺や、和田堀第六調節池（野球場）周辺が広
域避難場所として指定されています。
　防災施設に関するご意見については、貴重なご意
見として、参考とさせて頂きます。
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